2023年度　　核医学検査技術学実習レポート作成要領　

Webで実施します。実習２は、RI化学実験室で実施します。期末試験はC301で実施します。
HPのスライドを見て、サンプルデータ、サンプルプログラムを利用して実習レポートを作成してください。

各実習ごとにレポートを提出して下さい。

レポートは、次の実習を行う前までに提出して下さい。

全レポートの提出期限は5月２９日とします。　5月２９日に期末筆記試験をC301で行います。
レポートはワードで作成してください。圧縮形式ファイルを送らないでください。

文章に貼り付けた画像を確認し、ビットマップ形式の画像（BMPファイル）であれば

ファイルサイズが圧縮されるJPEG (JPG) 形式画像に変換、および画像サイズを縮小してから

貼り付け直して下さい。

ペイント（Windowsが標準装備している画像処理プログラム。BMP形式画像をJPG形式画像に　　変換できる。画像サイズを縮小できる。）等のプログラムを使って修正して下さい。

２メガバイトを超える文章ファイルになった場合には、できるだけ２メガバイト以下に修正してからメールに添付して下さい。

レポート提出法は、

hokudaikatoh@gmail.com
へ、メールにワード文書の実習レポートを添付して送って下さい。

メールの件名、および レポートのファイル名には、

実習名（実習番号）と氏名と学生番号を必ず明記して下さい。
プログラムは、Windows PC で作動します。
プログラムが作動しない場合は、ホームページに載せた Visual C++ 2008 （VC2008Express）を
インストールして下さい。

（ VC2008Express.zip を Lhaca等で解凍し、setupを起動。）
実習３　フィルタ処理、畳込み　　核医学検査技術学実習レポート

学生番号＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　氏名__________________________　　実験日＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＜課題１　FFT.exe＞
① 左下と左中の画像はどのような関係か。図示あるいは説明してください。
② 2次元フーリエ変換の式を示してください。文字変数がそれぞれ何を指しているか書き記すこと。
③ 1点をクリックすると2点がcheckされる（左下図）。これより周波数空間上においてパワースペクトルがどのように分布をしているのか説明してください。
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④ パワースペクトル画像において、中心に近いもの、遠いものはそれぞれどのような情報を持っているのか説明してください。また、中心よりの領域をcheckしたパワースペクトルから得たbone画像と、中心から離れた領域をcheckしたパワースペクトルから得たbone画像の特徴を記してください（右上図）。
⑤ 縦のみをcheckした場合と横のみをcheckした場合について、それぞれどのような画像が表示されるか記述してください（下図）。中心部を避けるとわかりやすい。
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＜課題2   filter.exe ＞  実空間フィルタ処理
1. 以下のフィルタを作成し、処理画像をレポートに添付してください。また、それぞれのフィルタ名と画像の特徴を簡潔に記してください。
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2. 5×5の移動平均フィルタを行った場合、3×3の移動平均フィルタの画像とどのような違いが生じるかについて記してください。

3. 実空間フィルタの演算方法について数式を用いて簡潔に記してください。
＜課題  メディアンフィルタmedian.exe ＞  メディアンフィルタフィルタ処理
メディアンフィルタの処理方法について数式などを用いて簡潔に記してください。
＜課題3  Butterworth.exe ＞  空間周波数フィルタ処理
1. 遮断周波数を0.5、0.1、0.01とした時の画像を添付してください。これらの画像から遮断周波数と画像の関係について簡潔に記してください。

2. 空間周波数フィルタ処理の演算方法について数式を用いて記してください。

3. 「畳み込みの定理」とはどのようなものか記してください。また、数式による証明も記してください。
実習３ の 感想
